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　世界中で人気の秋田犬をデザインした秋田内陸線の
ラッピング列車「秋田犬っこ列車」が運行を開始しま
した。列車の外装は黄緑色で、沿線景勝地と秋田犬の
イラストをペナントで表現し、車内には秋田犬の写真
約50枚を飾るなど、内装も一新しました。２月に紺色、
３月には水色の秋田犬っこ列車が完成し、国内外から
の観光客を迎えます。（関連記事３・10ページ）～秋田内陸縦貫鉄道～～秋田内陸縦貫鉄道～

秋田犬っこ列車出発秋田犬っこ列車出発秋田犬っこ列車出発秋田犬っこ列車出発
愛らしい写真が満載愛らしい写真が満載愛らしい写真が満載愛らしい写真が満載



角館の雛め
ぐり

同時開催中

　
阿
仁
合
を
彩
る
キ
ャ
ン
ド
ル
・
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
冬
花
火
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

阿
仁
合
駅
周
辺　
　
　

     

無
料

　
　
　

 

２
月
18
日（
土
）

　
　
　

 

18
時
〜
20
時（
冬
花
火
19
時
〜
）

　
　
　
　
　
　
　

 

17
時
30
分
〜
18
時
40
分

※
ラ
イ
ブ
は
無
料
で
す
が
、
別
途
入
館
料

大
人
２
０
０
円
か
か
り
ま
す
。（
中
学
生

以
下
無
料
）

　
珠
井
住
職
が
自
ら
描
い
た
、
畳
９
畳
分

に
も
な
る
巨
大
な
竜
の
天
井
絵
が
公
開
さ

れ
ま
す
。
毎
日
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

専
念
寺    　
　

    

無
料

　
　
　
　
　

 

９
時
頃
〜
17
時
頃

※
法
事
等
で
見
学
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

１日乗
り放題

の

切符が
おとく

！
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おひなまつり●秋田内陸線●阿仁合 内陸線で阿仁合に行こう！× ×

冬
の
阿
仁
合
の
楽
し
み
方

冬
の
阿
仁
合
の
楽
し
み
方

内
陸
線
で
行
く

内
陸
線
で
行
く

北
秋
田
の
お
ひ
な
ま
つ
り

　
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る
享
保

雛
や
全
国
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
珍
し
い

雛
人
形
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
腕

に
よ
り
を
か
け
て
作
っ
た
雛
飾
り
を
展
示

し
ま
す
。

　
　
　

 

阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

２
月
18
日（
土
）〜
３
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　

 

９
時
〜
17
時

　
　
　

 

無
料

　

 

秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
82‐

２
１
１
４

※

会
場
で
は
文
化
箏
さ
く
ら
会
の
生
演
奏

（
土
日
の
み
）や
、お
し
る
こ
・
甘
酒
・
抹
茶

入
り
く
ず
湯
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

会
場

期
間

開
館
時
間

料
金

問

秋
田
内
陸
線
お
ひ
な
様
列
車

　
車
内
が
雛
飾
り
で
可
愛
く
彩
ら
れ
た

「
お
ひ
な
様
列
車
」が
今
年
も
運
行
し
ま
す
。

　
期
間
限
定
の
お
ひ
な
様
列
車
に
乗
っ
て
、

の
ん
び
り
と
し
た
内
陸
線
の
旅
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　

 

２
月
18
日（
土
）〜
３
月
12
日（
日
）

急
行
も
り
よ
し
１
号
・
２
号
・
３
号
・

１
２
０
Ｄ（
角
館
駅
か
ら
阿
仁
合
駅
ま
で
）

　

 
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
82‐

３
２
３
１

※

３
月
４
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
運
賃
な
ど
詳
し
く
は
内
陸
線

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間

運
行
列
車

問

冬のイベント

湊
商
店
内
蔵
特
別
公
開

　
明
治
か
ら
続
く
阿
仁
の
商
家
、
湊
商
店
。

　
昨
年
の
公
開
で
大
好
評
を
い
た
だ
い
た

内
蔵
の
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

湊
商
店　
　
　
　

  

無
料

　
　
　

 

２
月
18
日（
土
）〜
３
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　

 

９
時
〜
17
時

会
場

料
金

期
間

公
開
時
間

　　 秋田内陸活性化本部
　　 ☎82‐2114
問

会
場

料
金

公
開
時
間

　　 専念寺
　　 ☎82‐3114
問

会
場

料
金

期
日

時
間

異
人
館
ラ
イ
ブ

　　 阿仁郷土文化保存伝承館
　　 ☎82‐3658
問

専
念
寺
「
巨
大
竜
（
天
井
絵
）
公
開
」

ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
in
あ
に

※
広
報
き
た
あ
き
た
１
月
号（
３
ペ
ー
ジ
）の「
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
in
あ

に
」の
期
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。【
正
】２
月
18
日（
土
）
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秋田犬●秋田内陸線●阿仁合 内陸線で阿仁合に行こう！××

秋田犬っこ列車

秋
田
犬
っ
こ
列
車
出
発
進
行

　
秋
田
県
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
国
内
外

か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
向
け
、
秋
田
犬
を

主
人
公
に
秋
田
の
魅
力
を
伝
え
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
秋
田
内
陸
線
で
は

「
秋
田
犬
っ
こ
列
車
」と
し
て
新
し
く
秋
田

犬
を
テ
ー
マ
に
装
飾
し
た
列
車
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
に
８
８
０
９
号
車
（
外
装
は
黄

緑
色
）
が
完
成
し
、「
秋
田
犬
っ
こ
列
車
」

と
し
て
12
月
30
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま

し
た
。
２
月
に
は
８
８
０
５
号
車
（
紺

色
）、
３
月
に
は
８
８
０
７
号
車
（
水
色
）

の
計
３
両
が
犬
っ
こ
列
車
と
し
て
改
装
さ

れ
ま
す
。

　
新
た
な
車
両
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
秋

田
犬
っ
こ
列
車
の
ご
乗
車
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
４
月
中
旬
ま
で
秋
田

犬
っ
こ
列
車
に
ご
乗
車
の
方
に
「
記
念
乗

車
証
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
内
陸
線
に
乗
っ
て
、
か
わ
い
い
秋
田
犬

の
記
念
乗
車
証
を
集
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
秋
田
犬
っ
こ
列
車
の
運
行
ダ
イ
ヤ
】

急
行
も
り
よ
し
１
号
・
２
号
・
３
号
・

１
２
０
Ｄ（
角
館
駅
か
ら
阿
仁
合
駅
ま
で
）

　

 

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
82‐

３
２
３
１

　
秋
田
犬
の
魅
力
を
伝
え
、
秋
田
に
行
っ

て
み
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
写
真
を
国
内
外

か
ら
広
く
募
集
し
た
「
秋
田
犬
ワ
ー
ル
ド

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
受
賞
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
世
界
で
愛
さ
れ
る
秋
田
犬

の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

２
月
18
日（
土
）〜
３
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　

 

９
時
〜
17
時

　
　
　

 

無
料

　

 

秋
田
県
文
化
振
興
課

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
５
３
０

問
秋
田
犬
写
真
展
の
開
催

会
場

期
間

開
館
時
間

料
金

問

　▲運行記念式典の様子（平成28年12月29日）

列
車
の
内
外
に
秋
田
犬
ラ
ッ
ピ
ン
グ

室
内
の
お
も
て
な
し
整
備 ▲外装は沿線景勝地と秋田犬

のイラストをペナントで表現

▲内装は秋田犬の写真約50
枚で装飾、かわいらしい車内

▲フリーWi-Fiが利用可能▲シートを秋田犬がモチーフ
のモザイク柄に一新

▲多言語カラオケの設置
モニターを活用し、観光情報
なども発信

▲外国語で観光情報の発信
多言語音声ペンと利用スペー
スを整備
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2017年が
　　スタート
2017年が
　　スタート新春トピックス新春トピックス

　2017年の新春を迎え、恒例の第36回北秋田市元旦マラソンが、１月１日に市役所周辺をコースに行われ、

幼児から大人まで約250人が参加し、今年の走り初めを楽しみました。種目は、距離２㎞のファミリーコー

スと４㎞のチャレンジコースの２部門。午前10時30分、号砲とともにスタートしたランナーたちは、雪

が舞い始める中、白い息を弾ませながらも思い思いのペースで走り、心地よい汗を流しました。

　新春恒例の大太鼓叩き初めが、１月２日に大太鼓の館で行

われ、帰省客など大勢の来場者が見守る中、４張りの綴子大

太鼓が雷鳴のような大音響をとどろかせ、今年１年の安全と

地域発展を願いました。

　新春恒例の大太鼓叩き初めが、１月２日に大太鼓の館で行

われ、帰省客など大勢の来場者が見守る中、４張りの綴子大

太鼓が雷鳴のような大音響をとどろかせ、今年１年の安全と

地域発展を願いました。

１１

１２

今年１年の安全と地域発展を祈願

平成29年「大太鼓叩き初め」

今年の飛躍願いさわやかに走り初め

第36回北秋田市元旦マラソン
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　平成29年北秋田市消防出初式が、１月４日に鷹巣地
区で開催され、北秋田市消防団員510人が旧中央公民
館前から文化会館までを分列行進しました。
　文化会館で行われた式典では、金田咲美消防団長が
「防災防御のみならず、様々な自然災害にも対応すべく、
我々は非常勤の地方公務員であることを再認識し、消
防団員としての誇りと使命感を持って市民の信頼と期
待に応えるよう、一層の尽力をお願いする」などと訓
示し、団員の士気を高めました。

　北秋田市商工会女性部（和田テヱ子部長）主催の第
40回北秋田市新春交流会が、１月12日に市民ふれあ
いプラザで開かれ、商工会会員や各団体長など約410
人が出席し、新年の門出を祝いました。
　交流会では、今年１年の商売繁盛、五穀豊穣を願い
鏡開きが行われたほか、日本舞踊の祝舞が披露されま
した。新年にふさわしい華やかな雰囲気のなか、出席
者たちは新年のあいさつを交わしながら、景気の見通
しなどを話題に、和やかに交流を深めました。

商売繁盛と地域活性化に願いを込める

１４

防犯指導隊の査閲式防犯指導隊の査閲式 交通指導隊の査閲式交通指導隊の査閲式

　北秋田地区交通指導隊連合会（柏木良二会長、隊員
47人）と北秋田地区防犯指導隊連合会（畠山東会長、隊
員43人）の安全祈願式及び査閲式が、１月７日に阿仁
ふるさと文化センターで行われ、今年１年の安全を祈
願するとともに、隊員の意思統一を図りました。
　この日は、両会それぞれ安全祈願式と査閲式を行い、
津谷市長、小林悦次上小阿仁村長、須藤春彦北秋田警察
署長による査閲や激励を受け、隊員たちは交通安全と防
犯への誓いを新たにしました。

交通指導隊・防犯指導隊 安全祈願式及び査閲式

第40回北秋田市新春交流会
１
12

交通安全と防犯の決意を新たに 　交通指導隊の査閲式では、珠井優子隊員が「悲惨な
交通事故死ゼロを願い、関係する機関や団体と連携を
図りながら『子どもと高齢者の交通事故防止』、『飲酒
運転の根絶』、『シートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底』に全力で取り組む」と決意を表明し
ました。
　一方、防犯指導隊の査閲式では、畠山会長が「皆さ
んからの激励を心に留め、地域の無事故、犯罪の無い
明るい社会であるように、警察署をはじめ、行政や関
係団体と連携しながら、隊員一同、なお一層防犯活動
に専念することを誓う」と決意を述べました。

１７

市民の厚い信頼と期待に応える

平成29年北秋田市消防出初式

あずま
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決算
報告

平成27年度　北秋田市の一般会計、特別会計

財政状況をお知らせします財政状況をお知らせします

▼ 市民１人当たりの税負担　8万6791円 ▼

市たばこ税 6840円 7.9％

　その他(軽自動車税、入湯税など) 2390円 2.7％

50% 100%0%

※市民１人当たりの計算は、平成28年３月31日現在の
人口33,912人（住民基本台帳による）を基にしています。

▼ 市民１人当たりに使われたお金　71万3737円 ▼

健康づくり・きれいなまちに　6万1693円 8.7%
市の運営に　5万6085円 7.9%

道路・公園等の整備に　7万2894円 10.2%

その他　
12万9262円
　　18.1%

福祉の充実に
   17万2935円

24.2%

借金返済に　7万764円 9.9% 

50% 100%0%

教育・文化に　
    11万6417円 16.3%

農林業に　
3万3687円
    4.7%

■実質収支で約１億８４０万円の黒字
　　一般会計の決算額は、歳入248億6800万8856円、歳出242億425万2544円で、差し引き6億6375万6312
円の剰余（余り）です。これから翌年度へ繰り越した事業に充てるための財源5億5535万6000円を除いた実
質収支は、1億840万312円の黒字です。

■予算・決算とは
　予算とは・・・１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見積りをまとめた「計画」のことです。
　決算とは・・・実際の収支をまとめた「実績」に当たります。
　予算・決算には「一般会計」という福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本となる会計と、「特別会計」
という国民健康保険や介護保険など、一般会計と区分する必要がある特定事業の会計があります。
　一般会計と各特別会計の決算状況、概要は次のとおりです（水道事業会計、病院事業会計を除く）。

固定資産税 4万5312円
　　　　　 52.2％

　市民税 3万2249円
　　　　 37.2％

予算額 252億4561万1000 円
歳出 242億425万2544円

歳出

　　民生費
58億6457万8482円
　 　　　24.2％

  公債費
23億9975万
      49円
　　9.9％

　　総務費
      19億196万892円 
 　　7.9％  

     　衛生費
20億9212万
   6755円
8.7％

　教育費
39億4793万
　　5515円
　 16.3％

　　その他
議会費、労働費、
商工費、消防費など
43億8353万446円
　18.1％

土木費
24億7198万
　　 6870円
 10.2％

地方交付税
112億8344万
　　　7000円
　45.4％

国庫支出金
26億6471万9060円
　　　　10.7％

県支出金
16億8243万8828円
       　　   6.8％

　　その他
分担金・負担金、
使用料・手数料等
 　 24億1611万
        7465円
　　  9.7％

繰越金
9億2653万
　　3746円
    3.7％

   市債
29億5150万円
　　11.9％

 　 市税
   29億4325万
      2757円
　  11.8％

　　民生費
58億6457万8482円
　 　　　24.2％

  公債費
23億9975万
      49円
　　9.9％

　　総務費
      19億196万892円 
 　　7.9％  

     　衛生費
20億9212万
   6755円
8.7％

　教育費
39億4793万
　　5515円
　 16.3％

　　その他
議会費、労働費、
商工費、消防費など
43億8353万446円
　18.1％

農林水産業費
11億4238万3535円

4.7％

農林水産業費
11億4238万3535円

4.7％

土木費
24億7198万
　　 6870円
 10.2％

歳入
地方交付税
112億8344万
　　　7000円
　45.4％

歳入 248億6800万8856円

国庫支出金
26億6471万9060円
　　　　10.7％

県支出金
16億8243万8828円
       　　   6.8％

　　その他
分担金・負担金、
使用料・手数料等
 　 24億1611万
        7465円
　　  9.7％

繰越金
9億2653万
　　3746円
    3.7％

   市債
29億5150万円
　　11.9％

 　 市税
   29億4325万
      2757円
　  11.8％

国庫支出金
26億6471万9060円
　　　　10.7％

県支出金
16億8243万8828円
       　　   6.8％

　　その他
分担金・負担金、
使用料・手数料等
 　 24億1611万
        7465円
　　  9.7％

繰越金
9億2653万
　　3746円
    3.7％

   市債
29億5150万円
　　11.9％

 　 市税
   29億4325万
      2757円
　  11.8％

平成27年度一般会計決算額
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■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社会
生活を保障するために使ったお金です。
■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体育
など、教育分野に使ったお金です。
■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整備や
除排雪経費を含む維持管理に使ったお金です。
■公債費：国などから借入れたお金(市債)の返済な
どに使ったお金です。
■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、健康
で衛生的な生活環境を保つために使ったお金です。
■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、監
査事務などに使ったお金です。
■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使った
お金です。
■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
■労働費：雇用の確保・安定などに使ったお金です。
■商工費：商工業の振興や観光の振興などに使った
お金です。
■消防費：消防や救急活動に使ったお金です。

歳 　 出歳 　 出
■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付さ
れたお金です。
■市債：特定の事業を行うために、国などから借り入
れたお金です。
■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さんに納
めていただいたお金です。
■国庫支出金：特定の事業を行うために、国から交付
された負担金、補助金などのお金です。
■県支出金：特定の事業を行うために、県から交付さ
れた負担金・補助金などのお金です。
■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のことを
いいます。事業を持ち越すことで必要になったお
金も含みます。
■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受けた人
に負担していただいたお金です。
■使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の交付
など、特定の行政サービスを受けた人に負担して
いただいたお金です。　

歳 　 入歳 　 入
用 語 解 説用 語 解 説

会計区分 予算額 歳　　入 歳　　出 差引(歳入-歳出)
国民健康保険
国民健康保険合川診療所
介護保険
介護サービス事業
簡易水道
農業集落排水事業
下水道事業
特定地域生活排水処理事業
後期高齢者医療
阿仁診療所
米内沢診療所
坊沢財産区
綴子財産区
栄財産区
沢口財産区
七日市財産区
米内沢財産区
前田財産区
阿仁合財産区
大阿仁財産区

44億8375万1000円
2億178万2000円

53億5576万5000円
1億767万7000円
17億9015万円

3億8637万8000円
17億5290万5000円

2722万6000円
4億584万2000円
2億3074万1000円
2億3427万2000円

457万6000円
412万5000円

166万円
2000円

115万5000円
1399万1000円
1276万5000円
1864万7000円
345万3000円

150億3686万3000円

44億5414万4273円
1億8823万1618円
53億31万154円
1億672万9652円

18億8530万7649円
3億7894万5983円
16億72万1820円
2661万1303円

4億159万9537円
2億2537万6212円
2億2481万2219円
4996万2317円
8828万6203円
4387万9602円
198万1521円
2663万5200円
4393万9713円

1億5271万3996円
1849万9546円

        809万7857円
152億2678万6375円

43億2556万6249円
1億8823万1618円
51億9920万142円
1億672万9652円

17億7564万9390円
3億7894万5983円
15億9270万8820円

2661万1303円
4億106万2290円
2億2537万6212円
2億2481万2219円

359万5780円
88万3952円
143万1874円

0円
81万8253円

1074万8689円
695万1123円
1849万9546円
334万4818円

144億9116万7913円

1億2857万8024円
0円

1億111万12円
0円

1億965万8259円
0円

801万3000円
0円

53万7247円
0円
0円

4636万6537円
8740万2251円
4244万7728円
198万1521円
2581万6947円
3319万1024円

1億4576万2873円
0円

475万3039円
7億3561万8462円合　計

平成27年度特別会計 決算額



8広報きたあきた　2017.　2.　1

【鷹巣地区担当委員】

民生委員・児童委員
　民生委員・児童委員は、皆さんの身近なところ
で、住民の立場に立って相談を受けるほか、地域住
民と関係行政機関を結ぶパイプ役として、地域福祉
の向上に努めています。相談内容など、個人の秘密
は厳守されますので、気軽にご相談ください。

主任児童委員

　　　担　当　地　区    　 氏　　名
元町（１～６）、下家下北、西屋敷  山 本 浩 子
元町（７～13）、下家下、平成町  五 代儀　博　紀
中岱、幸町、内幸町、小中岱  豊 村 美 郎
大町  川 村 葉 子
米代町　  長 谷川　隆　司
住吉町（１～６）  五 代儀　日出男
住吉町（７～12）  細 田 栄 子
松葉町（１～７）、北家後、掛泥向   佐 藤 健 二
松葉町（８～13）  小 林 玲 子
材木町  木 村 幸 子
花園町（１～７）  小 塚 悦 子
花園町（８～20）  三 澤 斉 子
東横町（１、２、７、８、９、12）  佐 藤 セ ツ
東横町（３～６、10、11）　  神 成 由 彦
宮前町　  橋 本 松 悦
旭町（１～８）　  簾 　内　眞砂子
旭町（９～14）  髙 橋 芳 子
伊勢町　  松 　橋　しげ子
本屋敷、西大柳岱、小沼、南中家下、帰道一部  長 岐 一 志
上家下、帰道、愛宕下　  檜 森 和 子
南鷹巣（32～33区）、17～21班、西陣場岱  佐 藤 博 重
南鷹巣（31区）、１～７班  永 井 道 子
南鷹巣（30～31区）、８～16班  根 　元　一二三
あけぼの町（前綱）  柳 谷 純 子
あけぼの町（中綱）  相 馬 和 子
李岱、岩坂、大沢、田沢　  加 　賀　美津子
摩当　  佐 藤 秀 子
太田　  齊 　藤　ヒサ子
綴子上町  堀 　内　和香子
綴子下町  佐 藤 栄 子
小田、田子ケ沢、松原  佐 藤 伴 世
岩谷、二本杉  畠 山 秋 男
綴子大畑　  小 笠原　令　子
糠沢南部、向黒沢、旭ケ丘団地  玉 　造　千鶴子
糠沢北部、昭和  佐 藤 玲 子

　　　担　当　地　区    　 氏　　名
大堤  三 　沢　　　正
前野  佐 藤 ミ チ
田中  三 　澤　喜久男
新田中一部、南田中  上 杉 政 壽
新田中  佐 藤 繁 子
掛泥、太田屋敷後  欠        員
古関  欠        員
高野尻、高野尻団地  成 田 定 雄
坊山、四渡、湯ノ岱  成 　田　ヱチ子
小森、中屋敷  畠 山 　 満
脇神、上野  花 田 陽 子
藤株、小摩当  畠 　山　俊　逸
堂ケ岱、高村岱、石ノ巻岱  宮 野 慶 子
舟場一部、米ノ岱、赤川岱一部、泉屋敷  柏 木 清 一
舟場  五 代儀　昭　宏
小ケ田、川口、佐助岱  中 嶋 靜 子
七日市本郷、根木屋敷  長 　岐　ちえ子
妹尾館、中畑、大畑  畠 山 義 雄
葛黒、門ケ沢  堀 　部　まり子
三ノ渡、黒森、与助岱  畠 　山　　　寿
明利又、松沢、上舟木  柏 木 和 雄
品類、深沢、吉ケ沢、下舟木  布 　田　ヒデ子
岩脇、横渕、吉野  細 　田　律　子
深関  明 石 安 夫
相善  永 井 弘 子
羽立  津 谷 芳 男
上町、大町、黒沢  津 谷 博 子
街道町、新屋敷  津 谷 憲 生
緑ヶ丘  長 　崎　由美子
蟹沢  桜 　庭　久美子
前山  戸 沢 澄 子
今泉  簾 内 照 光
　主 任 児 童 委 員　　  澤 　田　眞理子
　主 任 児 童 委 員  成 田 重 昭
　主 任 児 童 委 員  長 岐 悦 子

　主任児童委員は、子どものことに
ついて専門的に担当し、関係行政機
関などと協力しながら民生委員・児
童委員と一体となって子どもたちを
取り巻く問題に取り組みます。

改選により、次の方々が厚生労働大臣より委嘱されています。（任期は平成31年11月30日まで）

民生委員･児童委員民生委員･児童委員民生委員･児童委員ご存知ですか ?
地域の身近な相談相手
ご存知ですか ?
地域の身近な相談相手
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【合川地区担当委員】
民生委員・児童委員の紹介

【森吉地区担当委員】　　　　　　　

　　　担　当　地　区       氏　　名
道城  森 岡 弘 子
上杉（北）  佐 　藤　キノ子
上杉（南）、桃栄  工 　藤　幹　久
下杉  松 　橋　すゞゑ
合川１丁目  欠        員
合川２・５丁目  松 　橋　敏　子
合川４・６丁目  松 岡 泰 穂
合川３・７丁目  藤 　岡　てる子
川井（南）  佐 藤 清 子
川井（北）  吉 　田　光　子
松ケ丘（１～３）  永 　井　博　子
松ケ丘（４～６）  杉 渕 テ ル
梅栄、弥栄、金沢  松 橋 勝 美
八幡岱、林岱  高 橋 頼 子
木戸石（南）  藤 島 勇 一
木戸石（北）  欠        員

　　　担　当　地　区     　氏　　名
美栄  谷 内山　芳　子
増沢  欠        員
新田目  保 坂 洋 子
福田、明田  鈴 　木　眞理子
李岱（東）  成 　田　玲　子
李岱（西）  木 村 信 郎
羽根山、羽立  坂 　上　忠　秀
東根田  佐 　藤　由紀子
西根田  金 　森　勝　三
芹沢  土 濃塚　邦　子
三里、大内沢  福 　岡　史　恵
三木田、摩当  三 　浦　新　吉
鎌沢  福 　田　惠美子
杉山田、雪田  伊 　藤　鉄　美
　主 任 児 童 委 員　　  三 浦 良 子
　主 任 児 童 委 員  亀 谷 隆 道

　　　担　当　地　区       氏　　名
新町、七曲、山崎団地、中道岱  近 　藤　まり子
横町、大町、松山町  細 田 律 子
本丁、新丁、長下、滝ノ沢  細 田 槇 子
大杉、学校通り、裏町  佐 　藤　孝　子
上御嶽、本城御嶽  金 　 啓 子
本城上・下、荒町、町屋  鈴 木 　 繁
川向  佐 々木　タ　マ
米内沢駅前  佐 　藤　智　子
向本城  九 嶋 良 子
松栄、米畑、中新田、大沢、御狩屋  九 嶋 圭 子
日栄、長野岱、高校通り  小 笠原　キサ子
鶴田、長野、根小屋  佐 　藤　シメ子
浦田、寄延  田 　中　勇　美

　　　担　当　地　区         氏　　名
白坂、大渕  渡 辺 淑 子
新桂瀬、桂瀬  柏 　木　妙　子
上・下羽立、惣内  片 　岡　嘉代子
桂坂、通り町、鍛冶町、八幡森  庄 司 直 友
前田駅前、下前田  庄 　司　カヨ子
小又、新ノ又、宮ノ下、工場地帯  宮 野 貞 作
神成、陣場岱  佐 藤 幸 子
五味堀  柴 　田　節　子
柏木岱、大岱  柴 田 鶴 蔵
止、平里、羽根川、新屋布  髙 田 節 子
根森田、堺田、巻渕、細越、様田  佐 　藤　幸　子
　主 任 児 童 委 員  北 林 明 美
　主 任 児 童 委 員  奥 　山　えり子

　　　担　当　地　区       氏　　名
小様、小渕  大 　 野 　 賢 　 一
吉田  吉 　 田 　 ま さ 子
湯口内、新町  佐 　 藤 　 晶 　 彦
新町、上岱  庄 　 司 　 光 　 子
大町、真木沢  月 　 居 　 幸 　 子
下新町  珠 　 井 　 優 　 子
上新町、下新町  菅 原 一 夫
上新町、上新町西裏  三 　 浦 　 以 志 子
畑町東裏  佐 　 藤 　 ま り 子
畑町、小沢、荒瀬川  加 賀 谷 　 準 　 夫
荒瀬、向岱  中 　 村 　 千 代 子

　　　担　当　地　区        氏　　名
荒瀬  斉 藤 千 秋
萱草、伏影、笑内  山 田 芳 美
根子  田 　口　博　幸
幸屋、鳥坂、岩野目  佐 々木　賢　龍
幸屋渡  松 　橋　仍右旨
新中、比立内  髙 　堰　伸　一
比立内、長畑、羽立  松 橋 鉄 明
戸鳥内  髙 　堰　一　谷
中村、打当内、打当  泉 　　　健太郎
　主 任 児 童 委 員  佐 藤 千 津
　主 任 児 童 委 員  田   口   鐘   子

【阿仁地区担当委員】　　　　　　　

◎問い合わせ　福祉課地域障がい福祉係　☎62-6637
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秋田北鷹高校パブリックビューイング／秋田犬っこ列車運行記念式典

　
秋
田
北
鷹
高
校
（
佐
藤
清
悦
校
長
）
の

女
子
第
28
回
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
へ

の
出
場
に
伴
い
、
12
月
25
日
に
同
校
で
パ

ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
遠

く
京
都
で
戦
う
選
手
た
ち
に
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
部
の
女
子
駅
伝
は
、
10
月
23

日
に
行
わ
れ
た
全
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会

で
優
勝
し
、
前
身
の
鷹
巣
高
校
・
鷹
巣
農

林
高
校
か
ら
数
え
て
12
年
ぶ
り
６
回
目
、

統
合
し
て
か
ら
は
初
と
な
る
全
国
大
会
出

場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
同
校
の
大
講
堂
に
は
、
生
徒

や
保
護
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
テ
レ

ビ
中
継
を
観
な
が
ら
「
が
ん
ば
れ
！
秋
田

北
鷹
高
校
」
の
旗
や
メ
ガ
ホ
ン
を
手
に
ス

タ
ー
ト
を
待
ち
ま
し
た
。

　
野
球
部
員
が
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が

ら
息
の
合
っ
た
応
援
を
披
露
す
る
な
か
、

10
時
20
分
の
号
砲
に
合
わ
せ
、
全
国
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
強
豪
た
ち
が
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。
１
区
の
藤
田
正
由
加
さ
ん

（
２
年
）
が
、
各
校
の
エ
ー
ス
級
が
ひ
し

め
く
な
か
、
18
位
で
タ
ス
キ
を
渡
す
力
走

を
み
せ
る
と
、
会
場
か
ら
は
歓
声
や
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
、
一
気
に
会
場
の
熱
が
上

が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
２
区
の
萩
野
真
紀
さ
ん

（
１
年
）、
３
区
の
萩
野
真
理
さ
ん
（
２

年
）、
４
区
の
工
藤
千
翔
さ
ん
（
１
年
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
力
を
尽
く
し
な
が
ら
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
も
順
位
を
徐
々
に
落
と
し
、

５
区
の
中
嶋
夏
奈
さ
ん
（
１
年
）
が
34
位

で
ゴ
ー
ル
。
大
会
前
に
ケ
ガ
や
体
調
不
良

も
あ
り
、
万
全
と
は
い
え
な
い
状
態
で

あ
っ
た
も
の
の
、
心
を
一
つ
に
タ
ス
キ
を

つ
な
い
だ
選
手
た
ち
に
、
参
加
者
か
ら
は
、

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
《
特
設
会
場
な

ど
に
設
置
さ
れ
た
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
ス

ポ
ー
ツ
競
技
を
観
戦
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
》

　
秋
田
内
陸
線
の
秋
田
犬
っ
こ
列
車
運
行

記
念
式
典
が
、
12
月
29
日
に
阿
仁
合
駅
で

行
わ
れ
、
秋
田
犬
の
魅
力
が
満
載
さ
れ
た

車
両
を
お
披
露
目
し
、
運
行
開
始
を
祝
い

ま
し
た
。

　
秋
田
犬
っ
こ
列
車
整
備
事
業
は
、
秋
田

県
が
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
て
、
秋
田
内
陸
線
の
車
両
を
秋
田
犬
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
車
両
に
改
装
す
る
と
と
も

に
、
外
国
人
に
対
応
し
た
環
境
の
整
備
等

を
行
い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人

旅
行
）
を
含
む
観
光
客
の
利
便
性
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
3
両
の
車
両
整
備
を

計
画
し
て
お
り
、
こ
の
度
１
両
が
完
成
し

た
ほ
か
、
２
月
と
３
月
に
１
両
ず
つ
完
成

す
る
予
定
で
す
。
車
両
の
外
装
は
、
沿
線

の
景
勝
地
と
秋
田
犬
の
イ
ラ
ス
ト
を
ペ
ナ

ン
ト
で
表
現
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
、
こ
れ

ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
。
ま
た
、
車
内

は
天
井
付
近
に
愛
ら
し
い
表
情
を
し
た
秋

田
犬
の
写
真
約
50
枚
を
配
置
し
て
装
飾
し

た
ほ
か
、
シ
ー
ト
も
秋
田
犬
が
モ
チ
ー
フ

の
モ
ザ
イ
ク
柄
に
張
り
替
え
を
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
外
国
語
に
対
応
し
た
カ
ラ

オ
ケ
機
器
、
多
言
語
音
声
ペ
ン
と
そ
の
利

用
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
ま
す
。

　
こ
の
日
の
運
行
記
念
式
典
で
は
、
は
じ

め
に
秋
田
内
陸
線
の
佐
々
木
琢
郎
社
長
、

堀
井
啓
一
副
知
事
、
津
谷
市
長
、
門
脇
光

浩
仙
北
市
長
が
ホ
ー
ム
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
運
行
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

佐
々
木
社
長
が
「
３
月
ま
で
に
整
備
さ
れ

る
３
両
の
新
車
両
を
活
用
し
て
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
客
の
乗
車
拡
大
の

起
爆
剤
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
沿
線
の
皆
さ
ま
に
も
、
秋
田
犬
っ
こ

列
車
を
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
式
典
の
あ
と
、
列
車
は
沿
線
関
係
者
な

ど
約
30
人
を
乗
せ
て
、
阿
仁
合
駅
か
ら
角

館
駅
ま
で
試
乗
会
を
行
い
ま
し
た
。

秋
田
北
鷹
高
校
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

北
秋
田
か
ら
選
手
た
ち
に
声
援
を
送
る

秋
田
犬
っ
こ
列
車
運
行
記
念
式
典

秋
田
犬
の
魅
力
満
載
し
出
発

▲学校から選手たちを応援した、全国高
校駅伝パブリックビューイング

▲テープカットで、秋田犬っこ列車の運
行開始を祝った記念式典
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津谷市長年頭の訓示／市長ダイアリー

　
平
成
29
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た
１
月

４
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
津
谷
市
長
が
幹

部
職
員
ら
約
１
０
０
人
を
前
に
年
頭
の
訓

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
は
、
職
員
の
勤
務

姿
勢
に
つ
い
て
「
水
害
は
じ
め
様
々
な
有

事
の
際
の
全
職
員
あ
げ
て
の
対
応
や
、
皆

さ
ん
の
日
々
の
仕
事
ぶ
り
に
、
市
民
か
ら

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
述
べ
た
一
方
「
昨
年
、
事
務
処
理
の
ミ

ス
に
対
す
る
会
計
検
査
院
の
指
摘
で
、
補

助
金
の
返
還
と
い
う
誠
に
残
念
な
事
例
が

あ
っ
た
。
市
民
の
信
頼
回
復
に
向
け
、
職

員
一
人
一
人
が
襟
を
正
し
、
適
正
な
事
務

処
理
を
心
が
け
る
よ
う
強
く
望
む
」
と
注

意
を
喚
起
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
新
年
度
に
は
、
北
秋
田
市
に
２

つ
目
と
な
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
大
館

能
代
空
港
に
開
設
さ
れ
る
。
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
を
官
と
民
が
お
互
い
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
成
果
を
生

み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
と
強
調
し
、
さ
ら
に
「
本
年
の
最
重
要

課
題
は
、
人
口
減
少
に
ど
う
立
ち
向
か
う

か
で
あ
り
、
北
秋
田
市
総
合
計
画
と
北
秋

田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
着
実
に
成
し
遂
げ
て
い
く
た
め
、
市

職
員
の
柔
軟
な
発
想
や
こ
れ
ま
で
以
上
の

積
極
性
を
示
し
て
ほ
し
い
。
自
分
た
ち
の

北
秋
田
市
を
将
来
に
わ
た
り
希
望
の
持
て

る
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
け
る
か
を
真

剣
に
考
え
、
自
ら
積
極
的
に
提
案
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
と

誇
り
を
持
ち
、
暮
ら
し
て
い
け
る
北
秋
田

市
を
し
っ
か
り
と
次
の
世
代
に
引
き
継
げ

る
よ
う
、
私
も
持
て
る
力
を
振
り
絞
り
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
働
く
覚
悟
で
す
。

今
年
１
年
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

津
谷
市
長
年
頭
の
訓
示

柔
軟
な
発
想
と
こ
れ
ま
で
以
上
の
積
極
性
を

▲幹部職員ら約100人を前に年頭の訓示を
する津谷市長

▽
企
業
訪
問（
愛
知
県
）

▽
北
秋
田
市
情
報
公
開
委
員
任
命
書
交
付（
本
庁
舎
）▽
第
1
回
北
秋

田
市
総
合
戦
略
検
証
会
議
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）▽
秋
田
北
鷹
高
校

駅
伝
女
子
チ
ー
ム
全
国
大
会
出
場
報
告（
本
庁
舎
）▽
米
内
沢
本
郷
会

懇
話
会（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
松
尾
）

▽
北
秋
田
市
監
査
委
員
平
成
28
年
度
定
期
監
査
報
告
（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
行
政
評
価
委
員
会
評
価
結
果
報
告（
本
庁
舎
）

▽
故
北
林
照
助
氏
総
務
大
臣
表
彰
伝
達
式（
本
庁
舎
）

▽
第
13
回
津
谷
永
光
杯
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会 

開
会
式（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
平
成
28
年
度
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
理
事
会
・

総
会（
藤
里
町
）▽
第
1
回
北
秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
長
期
包
括
的
運
転
管
理
業
務
委
託
事
業

者
選
定
審
査
委
員
会（
本
庁
舎
）▽
民
謡
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
実

行
委
員
会
寄
附
金
贈
呈（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
答
申
書
提
出（
本
庁
舎
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
秋
田
犬
っ
こ
列
車
運
行
記
念
式
典（
阿
仁
合
駅
ホ
ー
ム
）

▽
第
36
回
北
秋
田
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式（
旧
中
央
公
民
館
）

▽
大
太
鼓
叩
き
初
め（
大
太
鼓
の
館
）

▽
坊
沢
地
区
新
春
交
流
会（
坊
沢
公
民
館
）▽
七
日
市
地
区
新
春
交
流

会（
七
日
市
公
民
館
）

▽
北
秋
田
市
消
防
出
初
式（
文
化
会
館
ほ
か
）▽
年
頭
訓
示（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
職
員
労
働
組
合
団
結
旗
開
き（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
交
通
指
導
隊
連
合
会
・
防
犯
指
導
隊
連
合
会
査
閲
式（
阿
仁
ふ
る
さ

と
文
化
セ
ン
タ
ー
）▽
東
地
区
新
年
交
流
会（
栄
公
民
館
）

▽
沢
口
地
区
新
春
交
流
会（
沢
口
公
民
館
）▽
綴
子
地
区
新
春
交
流
会

（
綴
子
公
民
館
）▽
伊
勢
町
自
治
会
新
春
交
流
会（
伊
勢
町
児
童
館
）

▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会（
文
化
会
館
）

▽
第
40
回
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
新
春
交
流
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
Ｆ
Ｍ
秋
田「
モ
ー
ニ
ン
グ
ア
ッ
プ
フ
ラ
イ
デ
ー
」出
演（
秋
田
市
）

▽
第
23
回
森
吉
婦
人
会「
新
春
の
つ
ど
い
」（
森
吉
公
民
館
）▽
第
24
回

の
れ
そ
れ
年
末
年
始
大
売
り
出
し（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

12
月
16
日（
金
）

19
日（
月
）

20
日（
火
）

21
日（
水
）

23
日（
金
）

26
日（
月
）

27
日（
火
）

29
日（
木
）

１
月
1
日（
日
）

２
日（
月
）

３
日（
火
）

４
日（
水
）

６
日（
金
）

７
日（
土
）

８
日（
日
）

10
日（
火
）

12
日（
木
）

13
日（
金
）

15
日（
日
）

◇
12
月
16
日
〜
１
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー
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東
北
電
力
㈱
大
館
営
業
所
（
尾
形
安
則
所

長
）
と
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
鷹
巣
営
業
所
（
木
村

智
所
長
）
の
両
所
長
が
、
１
月
16
日
に
市
役

所
を
訪
れ
、
街
路
灯
10
基
を
北
秋
田
市
へ
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
街
路
灯
は
、
東
北
電
力
が
灯
具
を
提
供
し
、

ユ
ア
テ
ッ
ク
が
取
付
け
し
た
も
の
。
鷹
巣
南

小
と
鷹
巣
小
の
通
学
路
の
街
路
灯
10
基
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
に
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
寄
贈
式
で
は
、
東
北
電
力
の
尾

形
大
館
営
業
所
長
が
「
明
る
い
街
づ
く
り
を

支
援
し
、
安
全
の
確
保
、
防
災
対
策
の
一
環

と
し
て
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
、

津
谷
市
長
に
寄
贈
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
贈
し
た
津
谷
市
長
は
「
地
域
の
安
心
安

全
に
有
効
に
活
用
し
た
い
」
な
ど
と
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
ま
し
た
。

▲寄贈の目録を津谷市長に手渡す、東北電
力の尾形所長とユアテックの木村所長

明るく安心安全な街に ●街路灯寄贈式

▲村井会長から、合格祈願バター餅を受け
取る久保さん

全員合格を目指して決意を新たに ●合格祈願バター餅贈呈式
　
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
（
村
井
松
悦
会
長
）

に
よ
る
合
格
祈
願
バ
タ
ー
餅
贈
呈
式
が
、
１

月
17
日
に
市
内
中
学
校
５
校
で
行
わ
れ
、
鷹

巣
神
社
で
合
格
の
祈
祷
を
済
ま
せ
た
「
点
が

伸
び
る
合
格
祈
願
バ
タ
ー
餅
」
が
受
験
生
２

３
７
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
鷹
巣
中
学
校
（
小
笠
原
茂
人

校
長
）
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
３
年
生

１
０
０
人
の
参
加
の
も
と
、
村
井
会
長
が
、

生
徒
代
表
の
久
保
理
咲
子
さ
ん
に
合
格
祈
願

バ
タ
ー
餅
を
手
渡
し
「
こ
れ
ま
で
努
力
し
て

き
た
こ
と
を
胸
に
、
こ
の
第
一
関
門
に
自
信

を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な

ど
と
激
励
。
贈
呈
を
受
け
、
生
徒
を
代
表
し

て
堀
内
瑛
光
さ
ん
が
「
全
員
合
格
に
向
け
、

試
験
当
日
ま
で
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
」
な
ど
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

▲稲苗に見立てた稲わらの束を１株ずつて
いねいに植えつける岩谷部長

今年の豊作を願う ●ＪＡ鷹巣町青年部「雪中田植え」
　
今
年
の
稲
作
の
豊
凶
を
占
う
小
正
月
行
事

の
雪
中
田
植
え
が
、
１
月
15
日
に
大
太
鼓
の

館
前
で
行
わ
れ
、
地
域
の
農
業
者
や
Ｊ
Ａ
鷹

巣
町
の
職
員
な
ど
約
70
人
が
今
年
の
豊
作
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
年
部
の
岩
谷

政
崇
部
長
が
、
昔
な
が
ら
の
け
ら
、
菅
笠
姿

で
田
植
え
人
を
務
め
、
１
・
８
メ
ー
ト
ル
四

方
の
雪
田
に
、
稲
苗
に
見
立
て
た
稲
わ
ら
と

豆
が
ら
の
束
を
て
い
ね
い
に
植
え
付
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
虫
除
け
や
田
の
目
印
と
な
る

わ
ら
ぼ
う
き
を
逆
さ
に
し
て
雪
田
の
中
央
に

立
て
、
大
根
の
煮
し
め
や
ナ
マ
ス
、
デ
ン
ブ
、

お
神
酒
を
供
え
、
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
岩
谷
部
長
は
「
昨
年
の
よ
う
な
豊
作
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
植
え
た
」
と

今
年
の
五
穀
豊
穣
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

あ
き
と

り
さ
こ
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歳
末
助
け
合
い
民
謡
交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
実
行
委
員
会（
河
田
カ
ツ
子
委
員
長
）

の
代
表
者
が
、
12
月
26
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
会
場
で
集
め
た
募

金
２
万
５
５
７
２
円
を
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
は
、
民
謡
・
民
舞

８
団
体
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
会
場
に
募
金

箱
を
設
置
し
て
善
意
を
募
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
河
田
委
員
長
は
「
シ
ョ
ー
に
は

約
２
０
０
人
も
の
人
が
来
て
く
れ
た
。
こ
れ

を
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
、
津
谷
市
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
津
谷
市
長
は
「
地
域
の
民
謡

を
引
っ
張
っ
て
き
た
河
田
さ
ん
が
呼
び
か
け

る
と
、
８
団
体
も
集
ま
っ
て
く
れ
る
。
市
と

し
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
」
な
ど
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

▲寄付金を津谷市長に手渡す、河田委員長
と多賀谷一夫副委員長

来場者からの善意手渡す ●民謡交流チャリティーショー実行委員会が寄付金を贈呈

　
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
佐
藤
キ
ノ

子
さ
ん
（
上
杉
）
と
経
済
産
業
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
畠
山
ト
シ
子
さ
ん（
七
日
市
）が
、

12
月
14
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
と
畠
山
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
国
勢
調
査
や
工
業
・
商
業
・
農
林
業
な

ど
の
各
種
統
計
調
査
に
携
わ
り
、
豊
富
な
調

査
経
験
を
生
か
し
た
的
確
な
指
導
や
正
確
な

審
査
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
２
人
は
津
谷
市
長
に
受
賞
を
報

告
。
津
谷
市
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
、
統
計

調
査
員
と
し
て
苦
労
さ
れ
な
が
ら
も
続
け
て

こ
ら
れ
、
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
北
秋
田
市

の
た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど

と
受
賞
を
称
え
ま
し
た
。

▲豊富な調査経験を生かした指導や審査に
尽力した佐藤さん（中）と畠山さん（右）

長年にわたり統計調査に尽力 ●佐藤さんと畠山さんが大臣表彰を報告

　
昨
年
11
月
に
逝
去
さ
れ
た
北
林
照
助
氏
へ

の
総
務
大
臣
表
彰
の
伝
達
式
が
、
12
月
21
日

に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
林
氏
は
、
米
内
沢
本
郷
地
区
の
自
治
会

長
等
で
組
織
す
る
「
米
内
沢
本
郷
会
」
の
会

長
を
長
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
理
想
的
な

住
民
自
治
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
伝
達
式
に
は
長
男
の
一
成
さ
ん

が
出
席
。津
谷
市
長
が
表
彰
状
を
手
渡
し「
自

治
会
の
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
、
本
郷
会
を
ま

と
め
て
も
ら
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
本
当
に

多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
方
だ
と
感
じ
て
い

る
」
な
ど
と
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
一
成
さ
ん
は
「
自
治
功
労
で
は
、
叙
勲
受

章
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
今
回
は
地
域
へ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
、
嬉
し
く
光
栄
に
思
っ
て
い

る
」
と
受
賞
の
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。▲長男の一成さんに総務大臣表彰を伝達す

る津谷市長

理想的な住民自治の確立に尽力 ●故北林照助氏に総務大臣表彰
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北秋田市民スキー大会北秋田市民スキー大会第 　回第 　回1010

　
第
10
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
、

１
月
22
日
に
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
行

わ
れ
、
距
離
と
大
回
転
の
２
競
技
に
市
内

全
域
の
保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
約
１
２

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
の
津
谷
市
長

を
は
じ
め
、
来
賓
を
代
表
し
て
北
秋
田
市

議
会
の
松
尾
秀
一
議
長
と
北
秋
田
市
体
育

協
会
の
成
田
昭
夫
会
長
が
、
選
手
た
ち
を

激
励
。
最
後
に
合
川
小
６
年
の
小
野
寺
理

人
さ
ん
と
木
村
慶
さ
ん
が
「
い
つ
も
に
比

べ
て
雪
が
少
な
い
中
、
こ
う
し
て
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
多
く
の
人
た
ち
の
お

か
げ
。
今
日
は
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、

最
後
ま
で
滑
り
切
る
。
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
負
け
な
い
、
熱
気
あ
ふ
れ
た
大
会
に

す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」
と
力
強

く
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　
大
回
転
競
技
で
は
、
選
手
た
ち
が
コ
ン

マ
一
秒
で
も
タ
イ
ム
を
縮
め
よ
う
と
果
敢

に
ポ
ー
ル
を
攻
め
、
自
己
の
ベ
ス
ト
タ
イ

ム
を
目
指
し
て
滑
走
し
、
距
離
競
技
で
は
、

コ
ー
ス
脇
の
父
母
や
仲
間
た
ち
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
る
な
か
、
選
手
た
ち
は

力
強
く
雪
を
け
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ

る
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
第
10
回
の
節
目
を
記
念

し
て
、
薬
師
山
ス
キ
ー
場
の
１
日
リ
フ
ト

券
な
ど
が
当
た
る
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

当
選
者
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
た
び
に
友
人

や
保
護
者
た
ち
か
ら
歓
声
や
拍
手
が
起
こ

り
、
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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第
10
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

第
10
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

上
位
入
賞
者

上
位
入
賞
者

大
回
転
競
技

大
回
転
競
技

距
離
競
技

距
離
競
技

小
学
校
１
年
以
下
男
子

１
位

２
位

小
学
校
２
年
男
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
３
年
男
子

１
位

小
学
校
４
年
男
子

１
位

小
学
校
５
年
男
子

１
位

小
学
校
６
年
男
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
１
年
以
下
女
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
２
年
女
子

１
位

小
学
校
３
年
女
子

１
位

２
位

３
位

成
田
陽
春

田
中
悠
翔

金
澤
岳
和

髙
橋
樹
生

岸
野
公
祐

畠
山
知
香
人

本
城
谷
光
陽

成
田
瑛
志

堀
内
大
輝

芳
賀
優
喜

三
澤
輝
大

髙
坂
利
枝

成
田
芙
季

小
笠
原　
楓

髙
坂
真
美

森
川
栞
奈

西
村
愛
唯

岩
谷
香
帆

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

綴
子
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

南
鷹
巣
保

鷹
巣
小

綴
子
保

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

小
学
校
４
年
女
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
５
年
女
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
６
年
女
子

１
位

２
位

３
位

一
般
男
子﹇
青
年
﹈

１
位

２
位

一
般
男
子﹇
成
年
﹈

１
位

２
位

一
般
男
子﹇
ベ
テ
ラ
ン
１
部
﹈

１
位

２
位

一
般
男
子﹇
ベ
テ
ラ
ン
４
部
﹈

１
位

２
位

一
般
男
子﹇
ベ
テ
ラ
ン
５
部
﹈

１
位

２
位

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
子

１
位

２
位

３
位

髙
坂
優
理

岩
谷
百
花

野
崎
寧
音

佐
藤
陽
和

佐
藤
芭
奈

岸
野
陽
香

柳
谷
唯
花

辻　
百
月
花

岩
谷
真
帆

中
村
典
幸

シ
ョ
ー
ン
コ
リ
ガ
ン

成
田
啓
悦

岩
谷　

学

佐
藤　

浩

疋
田　

新

戸
嶋
末
吉

武
田
幹
夫

中
嶋
市
郎

野
呂
久
雄

堀
内
清
輝

大
山
浩
幸

戸
嶋
末
吉

鷹
巣
小

綴
子
小

鷹
巣
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

　
今
泉

　
合
川

坊
沢

栄脇
神

綴
子

坊
沢

今
泉

沢
口

今
泉

綴
子

鷹
巣

坊
沢

佐
藤
奎
斗

北
林
寿
人

齋
藤
明
音

堀
田
敦
生

澤
藤
大
和

藤
本
伊
吹

柴
田
笑
太

土
佐
倫
太
郎

堀
部
剛
生

松
橋
新
太

西
根
直
哉

藤
本
孝
輔

松
浦
鷹
祐

田
中
佑
空

小
野
寺
理
人

大
坂
陽
斗

堀
田
陽
希

近
藤
愛
葉

畠
山
彩
星

松
井
華
里
奈

藤
岡
慧
理
海

藤
嶋
理
美

小
松
梨
々
花

髙
橋
春
菜

庄
司
優
花

佐
藤
由
良

近
藤
柚
葉

畠
山
夢
月

金
田
花
音

木
村　

慶

三
浦
優
莉
愛

佐
藤
美
柚

髙
橋
幸
希

髙
橋
冨
美
雄

北
川
松
男

出
川
吉
弘

布
田
孝
造

鷹
巣
小

合
川
小
Ａ

米
内
沢
小・前
田
小
連
合

鷹
巣
中
央
小

合
川
小
Ａ

前
田
小
Ａ

鷹
中
野
球
部

中
央
小
の
星

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ　
ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｏ
ｋ
ａ

小
学
校
４
年
女
子（
１
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
５
年
女
子（
２
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
６
年
女
子（
２
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

一
般
男
子﹇
青
年
﹈（
２
・
０
㎞
）

１
位

一
般
男
子﹇
ベ
テ
ラ
ン
２
部
﹈（
１
・
０
㎞
）

１
位

一
般
男
子﹇
ベ
テ
ラ
ン
５
部
﹈（
１
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
男
子
リ
レ
ー（
４
人×

２
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
女
子
リ
レ
ー（
３
人×

２
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

一
般
リ
レ
ー
（
５
人×

１
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
１
年
以
下
男
子（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
２
年
男
子（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

小
学
校
３
年
男
子（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
４
年
男
子（
１
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
５
年
男
子（
３
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
６
年
男
子（
３
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
２
年
女
子（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
３
年
女
子（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

３
位

南
鷹
巣
保

米
内
沢
小

合
川
小

鷹
巣
小

合
川
小

鷹
巣
小

米
内
沢
小

前
田
小

合
川
小

大
阿
仁
小

阿
仁
合
小

鷹
巣
小

前
田
小

合
川
小

合
川
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

合
川
小

合
川
小

鷹
巣
小

合
川
小

合
川
小

前
田
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

合
川
小

合
川
小

合
川
小

鷹
巣
中
央
小

合
川

綴
子

合
川

綴
子

七
日
市
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ショーン

コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.７ＮＯ.７

　今年も地域おこし協力隊として、市内各地に足を運んでいきますのでご協力をお願いします。

　私の仕事は、取材に出向き、農産物や加工品、北秋田市の旬なイベン

ト情報などをインターネットなどで全国に発信することですが、こうい

う仕事をしていると悲しい情報も耳に入ります。

　昨年の暮れ、北秋田市の歴史ある飲食店や製造業が惜しまれつつ閉店

となりました。閉店前にはネットや新聞でも大きな話題となり、私もお

別れとお礼が言いたくて、それぞれのお店を訪れました。（詳しくは

Facebookをご覧ください）

　それぞれ閉店の理由としては、後継者や体力の問題などのようですが、

昔から親しんできた歴史の味が無くなる事は、作り手も消費者もどちら

にとっても悲しい事です。全国的にも少子高齢化が進む昨今、もしかし

たら、こういう事はまだ続くのかもしれません。

　こうした状況から北秋田市の「食」を発信する者として、何かお役に

立てることはないか考える毎日...。今の私に出来ることは、解決策を一緒

に探すこと、後継者探しのお手伝いをすることくらいですが、皆さんと

力を合わせて様々な方法を見つけ出したいと思っています。ぜひ、お気軽にご連絡をください。
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ショーンの「私が見た北秋田」／地域おこし協力隊コラム

　　今回のテーマは全米が待ちに待つ、１年間

で最大の行事『クリスマス』です！皆さんは快

適な年末年始を過ごせたでしょうか？私は１週

間ちょっとの帰国旅行をさせていただき、家族

や親戚とクリスマスを過ごしてきました。

　でもその帰国の前に、アメリカン・クリスマ

スの喜びを日本で伝える機会が与えられました。

それが内陸線が開催した「クリスマス・トレイ

ン（列車）」というイベントです！

　保育園児や小学生が対象で、列車に乗って、

飽きない素晴らしい雪景色を見ながら、クリス

マスについての英単語や自己紹介のしかたなど、

楽しく英会話を勉強しました。

　あとクリスマスの時期に不可欠なのはクリス

マス・ソングですよね。ビング・クロズビーが

歌った有名な曲「ホワイト・クリスマス」はア

メリカのどこのスーパーやデパートでも流れて

います。耳にするたびに暖炉の前でくるみを間

食している自分の幼い頃を今でも懐かしく思い

出します。この日のイベントの最後にもあたた

かいクリスマス・ソングをみんなで歌いました。

子どもたちが大人に

なって、このクリス

マス・ソングを聴い

たとき、思い出とし

て残っていたら嬉し

いですね。

「クリスマス列車」

北秋田市地域おこし協力隊　コラム　Vol.10

阿仁合駅にてじゅうべいと。

Facebook ブログ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
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　《各会場の開館（受付開始）時間》　午前８時（阿仁合地区・前田地区は８時30分／大阿仁地区は９時）
　　　　　　　　　　　　　　　 ※受付終了時間　午後 3 時

　《申告相談時間》　午前９時～正午、及び午後１時～終了まで
　　　　　　　　　（阿仁合地区・前田地区は９時30分～／大阿仁地区は10時～）

◆午前中の受付は、混み具合によって人数制限をすることがあるため、午後の相談になることがあります。
◆各会場の駐車場は積雪状況により、十分な駐車スペースが確保できない場合があります。
◆指定対象地区の会場・日時の変更を希望される方は、前日までに税務課（☎62̶1116）へご連絡ください。

水

木

金
月
火
水

木

金
月
火
水
木
金
月
火
水

木

金

月

火

水

木

金

日
月
火
水

日 曜 鷹巣地区 申告会場 合川・森吉・阿仁地区 申告会場

七日市基幹
センター

綴子基幹
センター

沢口林業
センター

坊沢公民館

北秋田市
交流
センター

合川農村
環境改善
センター
（合川公民館）

四季美館
※９:30～

大阿仁
出張所
※10:00～

阿仁ふる
さと文化
センター
※９:30～

森吉
コミュニティ
センター

月

火

水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水

木

金

日

月
火

水

木
金
月
火
水

本郷 根木屋敷 妹尾館 中畑 大畑 横渕
葛黒 与助岱 三ノ渡 黒森 松沢 
明利又 上舟木 下舟木 吉ヶ沢 
深沢 品類 岩脇 吉野
小森 四渡 坊山 湯ノ岱 中屋敷　
脇神 上野 藤株 小摩当 高村岱
上町 向黒沢 前野
下町 大堤 昭和
小田 田子ヶ沢 松原 糠沢 大畑
二本杉 岩谷
前山 今泉
黒沢 深関 相善町 羽立
大町 上町 街道町 新屋敷町
太田 摩当
あけぼの町 岩坂 大沢 李岱 田沢
掛泥 太田屋敷後 高野尻 高野尻団地
佐助岱 湯車 緑ヶ丘 蟹沢 南鷹巣
田中 胡桃館 南田中
住吉町 花園町
西陣場岱 高森岱 石ノ巻岱 堂ヶ岱 
舟場 川口 小ヶ田
舟見町 新舟見町
米代町 元町 西屋敷 柳中 下家下 
東上綱
宮前町 旭町 松葉町 掛泥向
東横町 大町 幸町 内幸町 東中岱 
平成町
材木町 伊勢町
鷹巣地区で指定日に申告できなかっ
た方
鷹巣地区で平日に申告できない方

鷹巣地区で指定日に申告できなかっ
た方

2/6

７

８
９
10
13
14
15
16
17
20
21
22
23
24
27
28
3/1

２

３

５

6
７

8

９
10
13
14
15

比立内 新町 比立内下町 幸屋渡
打当 前山 中村 打当内 戸鳥内 栩木沢 小倉 
野尻 長畑 菅生 新中 幸屋 岩野目沢 鳥坂
荒瀬 荒瀬川 鍵ノ滝 萱草 伏影 根子 笑内
下新町 上新町 畑町 畑町東裏
新町 上岱 大町 横町 真木沢 湯口内
小様 小渕 吉田
李岱 東根田 西根田
福田 新田目 明田 八幡岱 美栄 林岱 羽根山
三木田 鎌沢 雪田 杉山田
木戸石 増沢
羽立 芹沢 大内沢 三里 摩当
松ヶ丘 下杉
川井 道城
上杉 上杉団地 桃栄 金沢 金沢団地 弥栄
合川 梅栄
桂瀬 上羽立 下羽立 惣内 桂坂 通り町
陣場岱 神成 五味堀 柏木岱 大岱
根森田 巻渕 堺田 細越 止 羽根川 新屋布 小又
下前田 鍛冶町 八幡森 前田駅前
工場地帯 宮ノ下 新ノ又 平里
御嶽 本城御嶽 本城上 本城下 
本城荒町 本城町屋 長下 滝ノ沢
合川・森吉・阿仁地区で平日に申告
できない方
大杉 裏町 学校通 根小屋 日栄 鶴田 長野
寄延 冷水岱 浦田 大渕 白坂
米畑 中新田 大沢 山崎 伊勢ノ森 
長野岱 高校通 御狩屋 松栄
向本城 川向 駅前 新丁 本丁
七曲 松山町 新町 横町 大町 中道岱

合川・森吉・阿仁地区で指定日に申告
できなかった方

日 曜

今泉交流センター

2/8

９

10
13
14
15

16

17
20
21
22
23
24
27
28
3/1

２

３

6

７

8

９

10

12
13
14
15
☆日曜日は混み合うことが予想されます。できるだけ指定対象地区の指定日にご相談ください。

税務課市税係　☎62-1116問申告相談日程表
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「浜辺の歌」の絵画がお出迎え「浜辺の歌」の絵画がお出迎え

　▲来館者を迎える「浜辺の歌」を題材とした絵画

　「浜辺の歌」を題材とした絵画が、浜辺の歌音楽
館１階の受付横に飾られ、来館者を迎えています。
　この絵を贈ってくださった久保田昌子さん（旧
姓：北林）は、幼少時に疎開で米内沢小学校に在学
していた方。ご主人の上司であった東京都在住の画
家・松野武男さんが、以前出版社の依頼で製作した
「浜辺の歌」の絵のことを知り、浜辺の歌音楽館に
飾りたいとの思いから、松野さんにお願いし、保管
していた下絵を基に複製してもらいました。
　絵は和紙に彩色した６号（40.9×27.3ｃｍ）サ

イズで白色のハマナスが咲く浜辺の情景が描かれて
います。ぜひ、ご来場いただきご覧ください。

校訓は「明るく 楽しく 元気よく」校訓は「明るく 楽しく 元気よく」

　今年で６回目となる「冬の笑楽校」が、１月11
日に市民ふれあいプラザで行われ、市内の小学生か
ら大人まで30人が参加して、普段の学校とは違う
様々な授業を体験しました。
　英語「ショーン先生の楽しい英会話」（ショーン・
コリガンさん）、総合学習「秋田銀行出張授業」（秋
田銀行鷹巣支店）、家庭科「調理実習」（佐藤絹子さ
ん）、理科「スペシャル！理科実験」（秋田大学）の
４つの授業を体験したほか、給食の時間には調理実
習で作った料理を試食しました。地域や学校の違う 　▲真剣に調理実習に取り組む参加者たち

参加者同士が、授業を通して交流し、楽しみながら
学びの輪を広げました。

～浜辺の歌音楽館～

～冬の笑楽校（しょうがっこう）2017～

２大学の学生が交流を深める２大学の学生が交流を深める

　森吉大学（庄司邦昭学長）・合川ことぶき大学
（佐藤隆男学長）の第２回学習交流会が、１月13日
に森吉コミュニティセンターで開催され、学びを通
じて大学間の交流を深めました。
　午前中は、虻川広見副市長による講演「地方創生
への取り組み」を聴講し、北秋田市のおかれている
現状と課題や、北あきたバター餅に代表される地場
産品の掘り起こしなど、多種多様な地方創生への取
り組みについて学びました。
　午後はアトラクションとして、のど自慢大会が開 　▲虻川副市長の講演を聴講する学生たち

催され、両大学の学生が互いに美声を披露し、交流
会は大いに盛り上がりました。～森吉大学・合川ことぶき大学学習交流会～
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申
問
　
　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

 

日
時　
２
月
18
日（
土
） 

10
時
〜
15
時
30
分

会
場　
交
流
セ
ン
タ
ー
／
入
場
料　
無
料

【
み
ん
な
で
筆
自
慢
】

時
間　
10
時
〜
11
時（
受
付
９
時
30
分
〜
）

対
象　
小
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

題
材
・
用
紙　
自
由
（
半
紙
、
半
切
）

持
ち
物　
書
道
用
具
、
用
紙

締
切　

２
月
15
日（
水
）

【
書
道
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
】

時
間　
11
時
10
分
〜
12
時

出
演　
秋
田
県
書
道
連
盟
活
性
化
委
員
会

【
高
校
生
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
】

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

出
場
校　
秋
田
北
鷹
高
校
、
大
館
鳳
鳴
高

校
、
能
代
松
陽
高
校
、
大
曲
高
校

物
販
・
屋
台
も
出
店
予
定
で
す
。

主
催　
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
ａ
ｋ
ｉ
ｔ
ａ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ

実
行
委
員
会

日
時　

２
月
14
日（
火
）　
13
時
30
分
〜

会
場　
合
川
公
民
館

演
題　
「
老
後
の
安
心
〜
遺
言
と
成
年
後

見
に
つ
い
て
〜
」

講
師　
高
橋 

仁 

氏

　
　
　
（
能
代
公
証
役
場
公
証
人
）

冬
の
コ
ム
コ
ム
短
期
講
座

　
　
　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐
１
１
３
０

申
問

■
大
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
英
会
話
＠
コ
ム
コ
ム

期
日　
①
２
月
４
日（
土
）②
２
月
11
日（
土
）

　
　
　
③
２
月
18
日（
土
）④
２
月
25
日（
土
）

　
　
　
⑤
３
月
５
日（
日
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時

対
象　
18
歳
以
上
（
定
員
20
人
）

内
容　
【
初
級
ク
ラ
ス
】や
さ
し
い
英
会

話
・
基
礎
英
会
話
・
日
常
会
話
に
役
立
つ
単

語
と
フ
レ
ー
ズ
の
紹
介
／【
中
級
ク
ラ
ス
】

旅
行
で
役
立
つ
英
会
話
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で
注

文
す
る
時
の
表
現・過
去
を
伝
え
る
表
現

※
初
回
に
ク
ラ
ス
分
け
を
行
い
ま
す
。

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ　
研
修
室

講
師　
河
田
み
ほ
子 

氏
、
高
橋
美
由
紀 

氏

参
加
費　
無
料
／
締
切　

２
月
３
日（
金
）

　
保
護
者
の
方
が
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

を
利
用
し
て
い
る
間
、
お
子
さ
ん
を
一
時

預
か
り
ま
す
。

対
象　

１
歳
か
ら
就
学
前
の
幼
児

人
数　
同
時
間
に
６
人
ま
で

時
間　
３
時
間
以
内
（
９
時
〜
17
時
）

休
業
日　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
休
館
日

申
込
み　
希
望
日
前
日
の
正
午
ま
で
に

「
一
時
預
か
り
申
込
書
」を
提
出
く
だ
さ
い
。

※
飲
食
物
の
提
供
や
服
薬
等
は
行
い
ま
せ

ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

 

K
I
T
A
a
k
i
t
a   

F
E
S
2
0
1
7

 
〜
集
ま
れ
！
筆
自
慢
・
大
作
戦
〜

問

 

合
川
公
民
館
第
２
回
ろ
ば
た
講
座

ね
ま
ー
る
広
場「
一
時
預
か
り
」

問

　
　
　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐
１
１
３
０

　
　
　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐
２
１
１
４

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

　「
縄
文
時
代
編
」 

15

○
岩
偶
（
白
坂
遺
跡
出
土
）

が
ん
ぐ
う

し
ろ
ざ
か

　
今
回
は
通
称
「
ミ
ミ
ズ
ク
形
岩
偶
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
岩
偶
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
１
は
、「
笑
う
岩
偶
」
が
出
土

し
た
白
坂
遺
跡
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

高
さ
が
７
・
６
㎝
で
、
笑
う
岩
偶
と
同

じ
く
、
白
色
の
凝
灰
岩
と
い
う
軟
ら
か

い
石
を
削
り
、
形
を
整
え
た
も
の
で
す
。

当
時
流
行
し
た
「
三
叉
文
」 

を
彫
り
込

み
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の「
Ｓ
」や「
Ｘ
」

の
よ
う
な
入
り
組
ん
だ
浮
き
彫
り
文
様

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
晩
期

の
初
め（
今
か
ら
約
３
０
０
０
年
前
頃
）

の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
上
側
に
「
目
」
の
よ
う
に
見
え
る
２

個
の
貫
通
し
た
孔
が
開
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
を
目
と
見
る
と
、羽
を
た
た
み
、

木
の
枝
に
止
ま
っ
た
ミ
ミ
ズ
ク
の
様
に

見
え
る
こ
と
が
前
述
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

で
呼
ば
れ
て
い
る
所
以
で
す
。

　
下
端
の
足
の
様
に
見
え
る
二
つ
の
突

起
の
先
端
は
丸
く
な
っ
て
い
て
、
立
て

て
置
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
２
個
の

孔
に
紐
を
通
し
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
よ
う

に
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
使
用
し
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
一
緒
に
見
つ
か
っ
た
岩

偶
に
写
真
２
が
あ
り
ま
す
。高
さ
６・６

㎝
で
、
材
質
や
製
作
方
法
は
他
の
岩
偶

と
同
じ
で
す
。
逆
台
形
の
よ
う
な
形
で
、

四
つ
の
貫
通
孔
が
開
け
ら
れ
、
そ
れ
を

取
り
巻
く
渦

巻
、
あ
る
い

は
「
Ｓ
」
字

の
入
り
組
ん

だ
浮
き
彫
り

文
様
が
特
徴

的
で
す
。

　
下
端
に
二
つ
の
突
起
が
あ
り
、
先
の

岩
偶
と
同
様
に
足
の
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
上
端
と
両
端
の
突
出
し
た
部
分
を

頭
部
や
手
と
見
れ
ば
、
手
足
を
広
げ
滑

空
す
る
ム
サ
サ
ビ
に
も
見
え
ま
す
。
い

ず
れ
も
「
鳥
」
を
見
立
て
て
作
ら
れ
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
岩
偶
は
現
在
、
秋
田
県
立

博
物
館
の
常
設
展
示
へ
貸
出
中
で
す
。

実
物
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
県
立
博

物
館
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
文
化
係

さ
ん
さ
も
ん

ゆ
え
ん

▲

写
真
１

▲

写
真
２
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■市民ふれあいプラザ
　　　コムコム ☎62‐1130
［ロビー展］ ２/25（土）まで
高鷹大学写真クラブ「班別連続写
真展」
［ロビー展］ ２/25（土）まで
郷土ゆかりの画家紹介コーナー
「洋画家 戸嶋靖昌」
■合川公民館 ☎78‐2114
［ロビー展］ ２/16（木）～２/22（水）
小原流「陽だまりの華」

■文化会館　☎62‐3311

▼２/18（土）・19（日）第36回ヤマ
ハ音楽教室＝〈18日〉13：00～〈19
日〉９：30～入場無料

▼２/25（土）平成28年度北秋田市
読書感想文・感想画コンクール表
彰式＝9：30～

■スポーツ　☎62‐3800

▼２/５（日）北部卓球選手権大会
（一般・高校の部）＝鷹巣体育館

▼２/５（日）第62回北秋田学童ス
キー大会・第69回大館北秋田中
学校スキー大会＝［大回転競技］森
吉山阿仁スキー場［距離競技］空港
緑地広場クロカンコース

▼２/11（土）・12（日）中学校団体
選抜インドアソフトテニス大会＝
森吉総合スポーツセンター

▼２/12（日）第７回北秋田市協会
長杯ユニカール大会＝鷹巣体育館

▼２/18（土）・19（日）大館北秋田
高校・一般社会人バスケットボー
ル大会＝合川体育館

▼２/19（日）第52回大館・北秋田ス
キー米内沢大会＝米内沢スキー場

▼２/26（日）第37回県民歩くス
キーのつどい＝北欧の杜公園

「
が
っ
こ
市
」と「
が
っ
こ
教
室
」

〇
ム
ラ
の
が
っ
こ
市

　
大
阿
仁
地
域
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
家
伝

の「
が
っ
こ
」や「
保
存
食
」を
販
売
し
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日（
日
） 

９
時
〜
15
時

場
所　
道
の
駅
あ
に（
休
憩
室
及
び
食
堂
）

　
食
堂
で
は
、が
っ
こ
食
べ
放
題
の「
が
っ

こ
バ
イ
キ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
す
。

〇
ム
ラ
の
が
っ
こ
教
室

　
大
阿
仁
地
域
の
が
っ
こ
の
漬
け
方
を
お

母
さ
ん
た
ち
が
お
教
え
し
ま
す
。

期
日　

２
月
26
日（
日
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
阿
仁
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料
（
要
申
込
）

　
　

 

大
阿
仁
ワ
ー
キ
ン
グ

☎
84‐

２
１
２
５（
松
橋
）

秋
田
県
立
大
学（
平
成
29
年
度
前
期
）

科
目
等
履
修
生
及
び
聴
講
生
を
募
集

　
学
び
た
い
授
業
を
正
規
学
生
と
一
緒
に

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹇
科
目
等
履
修
生
﹈
単
位
取
得
が
可
能

﹇
聴
講
生
﹈
授
業
の
聴
講
の
み

　

 

入
学
検
定
料　
９
８
０
０
円

　

 

入
学
料　

２
万
８
２
０
０
円

　

 

１
単
位
当
た
り
の
授
業
料

　
　
科
目
等
履
修
生…

１
万
４
８
０
０
円

　
　
聴
講
生…

７
４
０
０
円

募
集
期
間　

２
月
10
日（
金
）ま
で

　
　

 
秋
田
県
立
大
学
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
０
１
８‐

８
７
２‐

１
５
０
０

　
　

 

秋
田
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
０
１
８
４‐

27‐

２
０
０
０

申
問

申
問

申
問 費用費用

２月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐3311
　１日、８日、11日
　15日、19日、22日
【開館時間】 午前９時～午後７時
　※土日、振替休日は午後５時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
　１日、８日、11日
　15日、19日、22日
【開館時間】 午前９時～午後５時

バランスボール教室バランスボール教室

対象　18歳以上の健康な方 ／ 定員　各20人

参加費
 無料！ 無料！

バランスボールのほか、屋内でできるストレッチ等を体験

開催日　２月８日（水）・２月 22日（水）
場所　鷹巣体育館サブアリーナ ／ 時間　14：30～15：30

【申込締切】
 ２月６日（月）

※申込書は各地区体育館で配布しているほか、
市のホームページからダウンロードできます。

　　 鷹巣体育館 ☎62‐3800　　62‐3801申問 FAX

■
２
月
10
日（
金
） 

北
秋
田
市
消
防
本
部

10
時
〜
11
時
30
分

北
秋
田
市
役
所 

森
吉
庁
舎

13
時
〜
14
時
15
分

北
秋
田
市
役
所 

合
川
庁
舎

15
時
〜
16
時
30
分

（

献
血
日
程

献
血
日
程

（（

大館・北秋田スキー大館・北秋田スキー

２19
日日

9：30 競技開始9：30 競技開始

米内沢大会米内沢大会
場所　米内沢スキー場場所　米内沢スキー場

競技種目競技種目

回転（２本制）回転（２本制）

申込締切申込締切　２　８　２　８月月 日（水）日（水）
　　 鷹巣体育館 ☎62‐3800申問
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母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
２
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

※
い
ず
れ
も
月
曜
日　
　

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、
確
認
書
類（
免
許
証
等
）

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
バ
ス
タ
オ

ル
／
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
２
月
21
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
28
年
10
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
２
月
21
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
28
年
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
２
月
22
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
28
年
４
月
生
ま
れ
の
子

幸
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

（
不
妊・
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
）

　
北
秋
田
市
で
は
特
定
不
妊・一
般
不
妊
・

不
育
症
治
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▽
特
定
…
単
年
度
あ
た
り
20
万
円
ま
で

　
　
　
　
（
県
の
助
成
に
上
乗
せ
し
ま
す
）

▽
一
般
…
単
年
度
あ
た
り
20
万
円
ま
で

▽
不
育
症
…
単
年
度
あ
た
り
15
万
円
ま
で

【
助
成
期
間
】　
各
助
成
と
も
５
か
年
ま
で

※
転
出
入
期
間
等
、
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

医
療
健
康
課 

☎
62‐
６
６
６
６

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
２
月
24
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談

　
　
　
※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

　

 

医
療
健
康
課 

☎
62‐
６
６
６
６

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
（
申
込
み
は
不
要
で
す
）

日
時　
２
月
23
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
健
康 　
　
医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
心
の
ふ
れ
あ

い
相
談
員
が
笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
２
月
９
日（
木
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
２
月
17
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
２
月
27
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
開
催
し
ま
す

　
笑
い
ヨ
ガ
は
、
誰
で
も
出
来
る
笑
い
の

健
康
法
で
す
。
ワ
ハ
ハ
と
笑
っ
て
、
心
も

体
も
ス
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
か
？

《
期
日
》　

２
月
23
日（
木
）

《
場
所
・
時
間
》

　
　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 

コ
ム
コ
ム

　
　
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
13
時
〜
14
時

《
講
師
》　

秋
田
初
の
笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー　
伊
藤
晴
美 

さ
ん

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

 

医
療
健
康
課 

☎
62‐
６
６
６
６

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
教
室
参
加
者
募
集
！

　

体
の
筋
肉
や
関
節
を
動
か
し
、活
発
な

生
活
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。送
迎
も
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
60
歳
以
上
の
方

日
程　

４
月
〜
６
月
ま
で

会
場　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
器
械
を
使
用
し
た
軽
運
動

申
込
期
間　

２
月
１
日（
水
）〜
17
日（
金
）

　
　

 

合
川
保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
78‐４
２
７
２

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
２
月
16
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62
‐
１
１
６
５

①①②②（（

申
問

申
問

問問

問

　乳幼児健診等の母子保健事業（年
15回程度）にご協力いただける方
を募集します。
《任期》　２か年（29～30年度）
《対象》　概ね68歳までの母子
保健事業に関心がある方

《申込締切》　２月28日（火）
※詳しくはお問い合わせください。
　 医療健康課 ☎62‐6666

母子保健推進員母子保健推進員募集！募集！

問



福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決
を

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
事
業

所
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
不
満
や
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

▽
職
員
に
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ
た

▽
思
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
違
う

▽
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
な
い 
な
ど

　
不
満
や
要
望
を
事
業
所
に
直
接
伝
え
に

く
い
と
き
や
、
話
し
合
っ
て
も
な
か
な
解

決
し
な
い
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】 ﹇
平
日
﹈８
時
30
分
〜
17
時

　

 

秋
田
県
運
営
適
正
化
委
員
会（
秋
田
県

福
祉
サ
ー
ビ
ス
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
８‐
８
６
４‐
２
７
２
６
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お
知
ら
せ

大
館
北
秋
田
地
域
認
知
症
研
修
会

日
時　

２
月
25
日（
土
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 

コ
ム
コ
ム

﹇
内
容
１
﹈
講
演

　
演
題　
「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
」

　
講
師　
松
下
正
明 
東
京
大
学
名
誉
教
授

﹇
内
容
２
﹈
秋
田
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

▽
大
館
市
立
総
合
病
院
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
長 

小
山
智
教

▽
た
か
の
す
今
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長 

今
野
直
樹

※

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
入
場
無
料
）

　

 

秋
田
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

事
務
局（
た
か
の
す
今
村
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

☎
62‐

５
６
５
５　
　
62‐

５
６
５
６

秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
募
集

　
犯
罪
や
事
故
等
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対

し
て
の
支
援
活
動
を
行
う
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
20
歳
以
上
65
歳
以
下
（
１
月

１
日
現
在
）
で
心
身
と
も
に
健
康
な
方

応
募
締
切　

２
月
28
日（
火
）

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

 

秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８‐

８
９
３‐

５
９
３
５

（
平
日 

10
時
〜
16
時
）

問
申
問

問

地 域 福 祉 計 画地 域 福 祉 計 画
地域福祉活動計画地域福祉活動計画 座談会座談会
　地域福祉計画・地域福祉活動計画について
の座談会を次のとおり開催します。
　地域福祉の更なる充実のためにも
皆さんの声をお聞かせください。

≪阿仁地区≫　２月６日（月） 13：30～16：00
　　　阿仁ふるさと文化センター ホール
≪合川地区≫　２月８日（水） 13：30～16：00
　　　合川農村環境改善センター 集会室
≪鷹巣地区≫　２月13日（月） 13：30～16：00
　　　北秋田市役所本庁舎 大会議室
≪森吉地区≫　２月14日（火） 13：30～16：00
　　　森吉コミュニティセンター 大ホール

【対象者】　それぞれの地区にお住いの方
【開催日時・場所】　

※申込みは不要です。直接会場にお越しください。
　 福祉課地域障がい福祉係 ☎62‐6637問

３月12日から３月12日から改正道路交通法スタート改正道路交通法スタート

高齢運転者（75歳以上）の
講習制度が変わります

　 運転免許センター ☎018‐824‐0660問

臨時認知機能検査臨時認知機能検査新設

　これまで認知機能検査は、３年に１度の免許更
新のときだけ受けることとされていましたが、
75 歳以上の運転者が、一定の違反行為※をした場
合、３年を待たずに受けることになります。
※一定の違反行為…認知機能が低下したときに起
こしやすい違反（信号無視・一時不停止など）

臨時高齢者講習臨時高齢者講習
　認知機能が低下していると
判断された方は、個別指導と

実車指導を受けなければなりません。

新設

臨時適性検査制度臨時適性検査制度見直し
　認知症のおそれがあると判定され
た方は、違反の有無を問わず、臨時
適性検査（医師の診断等）が必要になります。

検査の結果、認知機能の低下が運転に
影響するおそれがあると判断された方

検査の結果、認知症のおそれがあると判定
された方（免許更新時の検査も含む）

※認知症と診断された場合や、検査・講習を理
由なく受けなかった場合、運転免許の取消し等
の対象になります。

FAX
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広
報
き
た
あ
き
た
保
存
版
の

製
本
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
市
が「
広
報
き
た
あ
き
た
」保
存
版（
平

成
28
年
１
月
〜
12
月
）
を
製
本
す
る
こ
と

に
伴
な
い
、
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
１
年

間
分
の
広
報
紙
に
つ
い
て
も
、
次
の
期
間

中
は
特
別
料
金
で
製
本
が
で
き
ま
す
。

　
製
本
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
持
ち
の

広
報
紙
１
年
分
と
製
本
代
金
を
添
え
て
、

直
接
製
本
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

製
本
業
者　
㈱
秋
北
新
聞
社

　
　
　
　
　
北
秋
田
市
米
代
町
１‐48

　
　
　
　
　
☎
62
‐
１
２
３
６　
　
　
　

製
本
代
金　
７
５
６
円（
税
込
み
）

申
込
期
限　

２
月
17
日（
金
）ま
で

※
製
本
は
市
の
広
報
紙
に
限
り
ま
す
。

　

 

総
合
政
策
課
広
報
係 

☎
62‐
６
６
０
８

２
月
１
日
〜
３
月
18
日

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間

　
不
審
な
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
漏
え
い
被

害
や
個
人
情
報
の
流
出
な
ど
、
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
問
題
が
多
数
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
１
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
は
「
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
で
す
。

　
安
全
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
を

高
め
、
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
や
職
場
で
次
の
こ
と
を
確
認
し
合
い
、

身
を
守
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
機
器
を
常
に
最
新
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
状

態
に
す
る
こ
と

▽
個
人
情
報
な
ど
重
要
な
情
報
の
取
扱
い

は
慎
重
に
す
る
こ
と

　

 

北
秋
田
警
察
署 

☎
62‐

１
２
４
５

問

問

38

節
分
に
ま
く
豆
は
、
全
国
的
に
炒
り
大
豆
が
一
般
的
で
す
が
、
北
海
道
、
東
北
な
ど
で
は
８
割
が
落
花
生
！

床
に
落
ち
て
も
拾
い
や
す
く
、
殻
を
む
い
て
食
べ
れ
る
こ
と
が
理
由
の
よ
う
で
す
。

　
　国指定重要無形文化財「根子番楽」について
　［講師］　県立博物館学芸主事　丸谷仁美 氏

　少子化の中で地域の文化遺産をいかに継承するか
　［講師］　エッセイスト あゆかわ のぼる 氏

まちづくり講演会まちづくり講演会

日時 ２月26日（日）10時～
場所 根子児童館

北秋田市市民提案型まちづくり事業補助金活用事業

　 根子番楽後援会 ☎090‐1064‐2796（山田）

　講演１

　講演２

地域の歴史と伝統を生かした“まちづくり”とは

◇入場無料◇　　◇申込不要◇◇入場無料◇　　◇申込不要◇

問

　講演後は、２人の講師による対談や参加者と
の意見交換（質疑応答）を行います。

森吉・合川地区統合簡易水道

一部供用を開始します！一部供用を開始します！
　平成 27 年度から建設を進めてきた「米内沢
浄水場」と「長野沢配水場」が完成しました。
　この完成に伴い、新しい施設からの
配水を次のとおり開始します。

［配水開始］　平成 29年２月～
［地区］　米内沢／浦田／桂瀬／本城

　配水開始当初は、濁り水が発生する場合があ
ります。その際にはお手数をお掛けしますが、
ご連絡をくださるようお願いします。

お 願 い ！お 願 い ！ 濁り水が発生する場合があります。

※上記４地区を除く森吉・合川全域については、
平成 30年１月からの開始を予定しています。

米内沢浄水場米内沢浄水場長野沢配水場長野沢配水場

　 上下水道課水道係 ☎72‐5247問

米内沢字西川向 地内米内沢字西川向 地内米内沢字長野沢 地内米内沢字長野沢 地内
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〜
農
業
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

収
入
保
険
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を
行
な
っ

て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険

制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、

個
人
の
場
合
、
平
成
29
年
３
月
15
日
ま
で

に
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承

認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
申
請
を
行
な
え
ば
、
平
成
29
年
分

の
所
得
か
ら
、
青
色
申
告
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
申
告
時
期
は
平
成
30
年

２
〜
３
月
）

　

 

東
北
農
政
局
秋
田
県
拠
点

（
秋
田
市
山
王
７
丁
目
１
番
５
号
）

　

 

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
５
６
１
１

自
衛
官
採
用
試
験

試
験
区
分
　
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

　
　
　
　
※
身
分
…
特
別
職
国
家
公
務
員

受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

試
験
日　
３
月
５
日（
日
）

試
験
場
所
　
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

受
付
期
間
　
３
月
３
日（
金
）ま
で

　
※
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
あ
り

採
用　
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

　
　

 

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部

大
館
出
張
所 

☎
０
１
８
６‐42‐１
３
９
８

申
問 問

お
知
ら
せ

中心市街地新規中心市街地新規

開業者等支援補助金開業者等支援補助金

北秋田市北秋田市

次のどちらの要件も満たす方
　　北秋田市中心市街地で、空き店舗を用いて
新たに起業（創業から１年未満を含む）を目
指す方　※業種等の制限あり
　　商工会が適当と認める事業計画を有する方

　内装／外装／建物に固定された看板／トイレ
／水回りの改修費　※備品は対象外

　〈補助率〉100％　　〈限度額〉75 万円

　２月１日 ( 水 ) ～２月 20日 ( 月 )

※詳細についてはお問い合わせください。

限度額　　万円　店舗改装費を助成7575

１）

２）

補助対象者補助対象者

補助対象経費補助対象経費

補助率・限度額補助率・限度額

募集期間募集期間

　　 北秋田市商工会 ☎62‐1850申問

小規模修繕等契約希望者登録制度小規模修繕等契約希望者登録制度

　　２月 20日（月）～３月 17日（金）
　申請書類等は、市ホームページに掲載してい
ます。 　※ダウンロードができない方には直接
配布します。

受付期間受付期間 ※土日・祝日を除く※土日・祝日を除く

　小規模修繕等とは？
　１件の金額が50万円未満で、内容が軽易かつ
履行の確保が容易な修繕（15種類）を指します。

▽登録できる方…次の要件を満たす方
　　北秋田市内に主たる事業所を有する方
　　北秋田市建設業者等級格付名簿
　に登載されていない方
　　市税等に滞納がない方
※このほか詳細は市ホームページで確認ください。

▽有効期限…平成29年４月１日から２年間

１）
２）

３）

　　 財政課財政係 ☎62‐6607申問

平成 29年度（定期年）登録申請受付平成 29年度（定期年）登録申請受付
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　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13‐2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ 月額13,700円～31,500円
胡桃館団地･･･綴子字胡桃館２★
簡易耐火構造２階建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～18,200円
松ケ丘団地･･･川井字松石殿1‐254★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額13,100円～22,000円

▽木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★
木造２階４戸建２ＬＤＫ 
月額19,000円～43,600円（共益費400円）
上杉駅前団地･･･上杉字屋布岱61‐52★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額25,300円～58,200円
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33‐1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額50,000円～70,000円
三両団地･･阿仁銀山字下新町51‐4★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,400円
上岱団地･･･阿仁水無字上岱64‐2★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～34,300円
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4‐6★
木造２階２戸建３ＬＤＫ 月額17,500～40,200円
畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147

▽木造平長屋４戸建２ＬＤＫ 月額24,100円～55,400円★

▽木造平長屋５戸建１ＬＤＫ 月額19,300円～44,300円
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額41,000円（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません
　各住宅の設備等については、市のホームページ
をご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　２月１日（水）～７日（火）
　　　　　　第２回　２月９日（木）～15日（水）
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

市営住宅
 入居者募集
市営住宅
 入居者募集

※募集期間中は住宅案内を行っています。
　希望日の前日までに電話等で申込みください。

※土日祝除く

市営住宅
 入居者募集
市営住宅
 入居者募集

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.03
0.02
0.02
0.03
0.03
0.02
0.03

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（１月16日測定）空間線量調査（１月16日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

交通災害共済 不慮の災害共済

住民が少しの掛け金を出し合い被災者を素早く救済住民が少しの掛け金を出し合い被災者を素早く救済

年間掛金（１人） 300円

入院１日につき  2000円
通院１日につき    800円
死亡　　　　　　100万円
後遺障害　50万～100万円

年間掛金（１人） 700円

入院１日につき　 1100円
通院１日につき　 対象外
死亡　　　　　 　60万円
後遺障害　 30万～60万円

【加入要件】　平成 29 年４月１日現在で、北秋田
市に住民登録をしていること

【共済期間】　平成29年４月１日※～平成30年３月 31日
　　　　　※途中加入の場合は申込日の翌日から
【受付開始日】　平成29年２月１日（水）から
【受付窓口】　市役所生活課、各総合窓口セン
ター、各出張所／秋田銀行／北都銀行／郵便局
／あきた北央農業協同組合
※市内の小学１年生は１年間に限り、交通災害共
済に掛金無料・申込無しで自動加入されます。

　　 生活課地域推進係 ☎62‐6628申問

共済内容 共済内容

交通災害共済と

　不慮の災害共済
交通災害共済と

　不慮の災害共済

※詳細については、広報きたあきた２月号と一緒
に配布しているパンフレットをご覧ください。

　自治会、企業、市民団体、児童クラブなどの団
体単位での加入も受付けています。
　なお、団体加入の場合は、北秋田市に住民登録
されていない方も加入が可能です。

団体加入受付中団体加入受付中
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お
知
ら
せ

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
12
月
》

▽
慶
弔
費　
７
万
１
６
０
０
円
（
７
件
）

▽
会　
費　
１
万
１
０
０
０
円
（
２
件
）

▽
そ
の
他　
４
万
５
８
５
０
円
（
３
件
）

▽
合　
計　
12
万
８
４
５
０
円
（
12
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

入
札
結
果
の
公
表《
12
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
七
座
公
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易
水
洗
ト
イ
レ
改
修
工

事
／
２
５
９
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７
４
０
０
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／
㈱
柴
田
水

道
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▼
道
路
維
持
工
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そ
の
他
市
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９
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２
０
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／
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店
▼
河
川
維
持
工
事

（
準
用
河
川
田
沢
川
）／
３
０
５
万
６
４
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０
円
／
㈲
千
葉
建
設

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

　
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、
１
月

１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
発
令

が
あ
り
ま
し
た
。

 【
再
任
】　
三
浦
欽
一 

氏
（
合
川
地
区
）

　

 

総
務
課
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務
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☎
62‐
１
１
１
１

　
　
の
納
期
限

税

２
月
28
日

国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

問

62‐1101
69‐7311
69‐5300
62‐1155
63‐0515
60‐1055
72‐4501
82‐2351
62‐2261
62‐7001
62‐7001
62‐7001
62‐1146
69‐5300
78‐3161
63‐2700
62‐1155
62‐7001
62‐7001
69‐7311
72‐4501
82‐2351
63‐0515
60‐1055
62‐1101
62‐1146
63‐2700
62‐2261

盛 岡 外 科 医 院
児玉内科クリニック
毛利整形外科クリニック
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
う え だ ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
津 谷 内 科
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
毛利整形外科クリニック
国民健康保険合川診療所
たむら内科クリニック
近 藤 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
児玉内科クリニック
米 内 沢 診 療 所
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
う え だ ク リ ニ ッ ク
盛 岡 外 科 医 院
奈 良 医 院
たむら内科クリニック
津 谷 内 科

　対象となるのは応急の診察を要する方です。
年齢・病気の病状にかかわらず事前に当番医へ
電話でご相談ください。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜

空き家バンク 利用者募集！空き家バンク 利用者募集！

　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

物件所有者と利用希望者の橋渡し物件所有者と利用希望者の橋渡し

　空き家バンク制度は、登録いただいた空き家に関す
る情報をホームページ等で公開するなどして、物件所
有者と利用希望者に情報提供をする制度です。

◎空き家バンク制度の流れ　

 ●空き家を売りたい・貸したい方
①空き家物件の登録申請 → ②ホームページ等で公開
→ ③交渉申し込みがあり次第、交渉開始※

 ●空き家を買いたい・借りたい方
①制度利用の登録申請 → ②市が利用希望内容に合致
した物件情報を提供 → ③交渉を申込み、交渉開始※

※物件の交渉から契約までの仲介は、専門である市内
不動産業者が行います。（市は仲介行為を行いません）
　詳細及び様式等は、市のホームページに掲載してい
るほか、お問い合わせ窓口で配布しています。

２月11日（土） 11時～15時日時

◆イベント（屋内）　餅つき大会／ロビーコンサート／売店・
レストランでの企画販売

◆イベント（屋外）　そりコース／かまくら・雪像展示／空港
専用除雪車展示／大空市・屋台村
　 大館能代空港「かまくらを作る会」　☎62‐5330問

かまくらんどかまくらんど空港空港
第18回第18回
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ち
ゃ
ん総人口　33,505人（39人減）【161人】

男　　15,639人（26人減）【 13人】
女　　17,866人（13人減）【148人】
　　出生  7人　　転入　38人
　　死亡 53人　　転出　31人
世帯数 14,215世帯（1世帯減）【156世帯】

人口と世帯数
※12月31日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民
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15 年ぶりの復活から今年で４年15年ぶりの復活から今年で４年

葛黒葛黒火まつり火まつり
かまくらかまくらKUZOGUROKUZOGURO

葛黒火まつりかまくら実行委員会
　　☎090‐6101‐8906（長岐）
葛黒火まつりかまくら実行委員会
　　☎090‐6101‐8906（長岐）

お問い合わせ
お申込み＜ ＞

２月19日２月19日日
15時～ ご神木 起ち上げ
18時～ ご神木 点火
　　　 ご神木 切り分け
19時頃 終了

　ご神木の起ち上げには
大勢の力が必要です。
　ぜひご参加ください！

サポーター大歓迎サポーター大歓迎おーい
　かまくらの
　　ごんごろうー

！

会場行き 無料送迎バス会場行き 無料送迎バス

【第１便】 14時／【第２便】 16時
［旧中央公民館前 発］

申込締切 ２月10日要申込み！

※帰りは会場を 19時頃出発
会場に

軽食・売店あり

県民歩くスキーのつどい県民歩くスキーのつどい
第37回第 37回

２月26日２月26日日 10時～13時10時～13時
北欧の杜公園（イベント広場）北欧の杜公園（イベント広場）

《申込締切》 ２月15日（水）《参加費》 ２００円

どなたでも参加できますどなたでも参加できます

【コース】 １km／３km／５km／８km
　　　　※自分の体力に合わせお選びください。

≪問・申≫ 鷹巣体育館 ☎62‐3800　　 62‐3801

　参加者全員に参加賞と豚汁を用意しているほか、
昼食後には大抽選会を行います。

参加特典参加特典
ご注意ください！ご注意ください！ 貸しスキーは用意していません。

FAX

要申込み！

第23回第23回

もちっこ市もちっこ市
道の駅「たかのす」

大太鼓の館駐車場

道の駅「たかのす」

大太鼓の館駐車場
会
場
会
場

セレモニー・餅まきセレモニー・餅まき

餅つき餅つき

おしるこ無料限定サービスおしるこ無料限定サービス

手作り餅の販売手作り餅の販売

11 日 ９時～９時～

11日 10時／12時／14時10時／12時／14時
12日

11日

11日

12日

11日

11日

12日

11日

11日

12日

11日

11日

12日

11日

11日

12日 10時／12時10時／12時

枝餅の販売枝餅の販売

２２ 1111土
９時～16時９時～16時

1212 日

９時～15時９時～15時

［行き］［行き］●無料シャトルバス●無料シャトルバス

［帰り］［帰り］※大太鼓の館出発※大太鼓の館出発
9：30／10：30／11：30／13：30／14：30／16：009：30／10：30／11：30／13：30／14：30／16：00

市民ふれあいプラザ
コムコム

鷹巣駅

大太鼓の館

９：00

９：05

９：15

10：00

10：05

10：15

11：00

11：05

11：15

12：00

12：05

12：15

14：00

14：05

14：15

15：00

15：05

15：15

【お問い合わせ】　観光物産協会 ☎62‐1851
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